
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「分からない」から始まる 

廣川 伸一 
 

職員室の中に印刷室というスペースがあります。多くの職員が利用する場所なので掲示物がたくさん貼ら

れています。その中に本校の教員が授業で大切にしていることが書かれたポスターがあるのですが、先日そこ

に書かれている言葉がふと目に留まりました。そこには、「わからない」ことを「わ

からない」と言える と書かれていました。その言葉に注意が向いたのには理由

があります。最近読んだ本に書かれていた「分からない」ことについての話が印

象に残っていたからです。昨年度の学校だよりでも取り上げた青木海青子さん、

その近著『不完全な司書』の中で青木さんは、とある会議の議論の中で出くわし

た「分からない」について書いていました。その「分からない」は、自分には理解

できないから話をそこで終わりにしようという「分からない」でした。それは「コミュニケーションを断つために

出てきたよう」な言葉でした。私も同じような場面に出くわして悲しい気持ちになったことがあります。「分から

ない」の一言で理解し合うことをあきらめてしまうのはとても残念なことです。 

教室の中で出てくる「分からない」はどうでしょうか？多くの児童が、「分からないから知りたい」「だれか分

かるように教えて」という願いから発しているはずです。その「分からない」を授業でどう取り扱うか、ここが指

導者の腕の見せ所です。まずは、「分からない」ことを肯定的に受け止めます。「分からない」とみんなの前で言

うのは勇気のいることです。それが言えたことが素晴らしい、分からないのは全然恥ずかしいことではない、分

からないから学習している、そんな雰囲気にあふれた学級でありたいと思います。 

「分からない」ことをかみ砕いて教える、それは教師の大切な役目ですが、本校の研究では児童同士が教え

合うことも大切にしています。実は、子どもの方が分かりやすく説明できることがよくあります。大人である教

師の目線や言葉遣いよりも、同じ子ども同士の方が通じ合うのです。また、一人の説明からは分からなくても、

別の児童の説明で腑に落ちるということもあります。ですから、授業では一人の子の説明で終わることなく、  

「他に説明できる人は？」「別の言い方はない？」と促していきます。こうやって色々な考え方や説明が出てく

ることで、「分かる」子がどんどん増えていきます。このような学習の進め方は、教える児童にもメリットがあり

ます。人に説明することで理解が深まるのです。学習の定着率が一番高いのは他人に教えることだという研究

結果もあります。 

思えば、世の中は分からないことだらけです。「分からない」に出くわした時、それを「壁」と捉えて立ち止まる

のか、それとも「森」と捉えて分け入っていくのか、対応の違いで大きく人生は変わっていくでしょう。冒頭で取

り上げた本にはこう書かれていました。 

「分からない」とは、これから世界を知っていく、あるいは未知を未知として留保していく段階の入口に

立ったことを表現したに過ぎないと思えます。そう考えると、「分からない」は終わりの言葉ではなく、始

まりの言葉なのではないでしょうか。                 (『不完全な司書』青木海青子 晶文社) 

 

教室でだれかがつぶやいた「分からない」をきっかけに、みんなで考え、理解を深めていける、そんな授業を

目指して、全校で授業研究に取り組んでいます。分からないから考える、そして難しい問いが分かった時の達

成感、そこに学びの醍醐味があります。そのような学びを重ねることで、児童が将来にわたって自ら学び続け

ていける人間に成長していくことを願っています。                                                                            
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1 金 6 年生を送る会 

4 月 
スマホ教室５･６年 

お別れ会６年 

6 水 地区集会・一斉下校 

7 木 やってこ 

12 火 地震避難訓練 

15 金 そろばん教室３年 

18 月 給食終了 卒業式前日準備 

19 火 卒業証書授与式 

20 水 春分の日 

22 金 修了式 

1 木 入学説明会・やってこ 

2 金 教職員研修会 

5 月 
クラブ 

なかよしデイ３･５年 

６ 火 なかよしデイ２･４年 

7 水 
くらしの道具展見学 3 年 

なかよしデイ 1･6 年 

８ 木 校外学習４年 

9 金 
くらしの道具展見学 3 年 

校外学習４年 

11 日 建国記念の日 

12 月 休日 

15 木 やってこ 図工展 

16 金 学級懇談会 図工展 

19 月 委員会 

20 火 わかば劇 

21 水 わかば劇 

22 木 社会見学 2 年 

23 金 天皇誕生日 

26 月 クラブ 

29 木 やってこ 

２日（金） 2 月行事予定を見てください 

６日（火） 全学年 13:15 短縮校時 

7 日（水） 35 年 13:15 2 日の振替 

2８日（水） 全学年 13:15 短縮校時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お知らせ☆ 
 

 ・教職員研修会について 

   教職員向けの研修会が行われます。下校時

刻が通常校時より変更いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

   保護者の参観はありません。 

 

  1２4６年…13：15 給食後下校 

  ３５年 …14：40 ５校時授業 

 ＊３５年生は振替で 7日（水）が給食後下校と

なります。 
 

・学級懇談会について 
      

１２３年生…14：30～15：00 

  ４５６年生わかば学級 

       …15：20～15：50 

  （約 30分程度・延長の場合あり） 
 

   上記の予定でおこないます。詳細について

は後日配布いたします。 

  なお、この日は参観の予定はしておりません。 

転居される場合は、所定の手続きが必要になり

ますので、早めにお知らせください。 

校区内で転居される場合も、登校班の手配に一

定の時間が必要です。よろしくお願いします。 

☆お知らせ☆ 

3 月 1 日（金）に行われる 6 年生を送る会に

つきましては、５・６年生のみが体育館に入り、

別の学年は発表時のみ体育館に入ります。保護者

の参観はできませんので、ご理解のほどお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度より、上靴と体育館の区別をするため

に、つま先の色を決めさせていただきます。次
回の買い替えのタイミングでかまいませんので

ご協力をお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館 

シューズ 
全体が白いものに

してください 

上靴 
先に色のついた物

にしてください。 

１月２７日（土）には土曜参観が行われました。

お忙しい中、たくさんの保護者の皆様に、ご来校

いただき、子どもたちが一生懸命に学習に取り組

む姿をご覧いただきました。また、3.4 時間目に

はキャリア教育として、様々な職業に就かれてい

る地域の方に来ていただき、６年生が直接、職業

についてお話を伺ったり、質問したりする貴重な

体験ができました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


